
平均照度の計算（屋内全般照明）
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屋内の全般照明における平均照度の予測には、光

束法を用いて計算します。

表1 不透明材料の反射率（％）

建築材料 みがいた金属および鏡面
白 壁
淡色クリーム壁
濃 色 の 壁
赤 れ ん が
日 本 黒 瓦
灰色スレート
灰色テックス

60 銀 92
50～60 ロ ジ ウ ム

銅
75

A 10～30 75
15 ク ロ ム 65
10 ア ルミニウム

同上（電解研磨）
65F・U・M

30 85
40 ニ ッ ケ ル

銅 鉄
ガ ラ ス 鏡 面

55
コンクリート
白 タ イ ル
白 い 木
黄ニス塗木材

25 60
60 85

40～55 塗 装 面
30～50 白 色ほうろう

白 ペ イ ン ト
淡色ペイント
濃色ペイント
黒 色 塗 料

75
畳 40 65

リ ノ リ ウ ム 15～30 35～55
10～30
5

表2 透明な らびに半透明材料の反射率（％）
板 ガ ラ ス 紙および布

透 明 窓 ガ ラ ス
つや消窓ガラス（粗面より入射）
同 上（滑面より入射）
形ガラス（粗面より入射）
同 上（滑面より入射）
乳 色 ス キ ガ ケ ガ ラ ス
プラスチック板（半透明）

8 白 画 用 紙 75
10 白 吸 取 紙 75
12 トレース紙 20
8～10 トレース布

障 子 紙
うすみの紙
黒 木 綿

25
9～11 40～45
20～30 60
25～60 2～10

1 照明率と固有照明率

Ｅ : 平均水平照度または所要照度（lx）
Ｆ ： 光源光束（lm）
Ｎ ： 光源数
Ａ ： 作業面面積（m2）
Ｕ ：  照明率 光源光束に対する作業面に入る

光束の比で、器具の配光、室内面の反射率
（表1.2参照）、光源の取付け位置、などによ
って異なります。 

M :  保守率 光源の働程、光源や器具のほこり等
の埋積により光束が減少するため、これを補
う目的であらかじめ見込んでおく量。

照明率U　＝ 　
作業面に入射する全光束（lm）

光源光束（lm）

同じ光源でも、天井・壁・床の反射率や、部屋の広さ、
光源の高さによっても照明率は変化します。
固有照明率とは、照明器具から出た光束に対する作業
面に入射する光束の割合を表し、次式のように表します。

固有照明率u ＝　
作業面に入射する全光束（lm）

器具光束（lm）

器具効率　＝　
器具光束（lm）
光源光束（lm） 　より、

照明率Uとの関係は

固有照明率u ＝　
照明率U
器具効率 　で表せます。

図１　作業面に入射する光束

作業面

光源

照明率とは、光源から発せられた光束のうち、①光源か
ら直接入射する光束と、②天井、壁、床、什器などで反
射を繰り返したのち、作業面に入射する光束の和がど
の程度あるかを示す割合で、次式のように表します。



2 室指数の計算

H×（間口＋奥行） 高さ（m）

（m）

〔作業面〕

間口（m）

照明率表から照明率を求めるためには、室内の反射

率のほか、室指数（Room Index）RIを知ることが必

要で、下式のように求めます。（図2参照）

図2　室指数計算
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H：作業面から光源までの高さ(m)

一般的な作業面
　一般事務室：床上0.8m（机上面）
　和室：床上0.4m（座机面）
　体育館・廊下など：0.0m（床面）
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 保守率の構成要素は、以下に示すような4つの部分

保守率に分けられます。

 Md=光源および照明器具の汚れによる部

ここで、Mwは光源および照明器具に起因する照度低

下の割合に比べてかなり小さいことから考慮しな

NH 高圧ナトリウムランプ

M  メタルハライドランプ
ML メタルハライドランプ

LW 

 図 3　従来光源の設計光束維持率曲線（MI）

1000

出典：照明学会技術指針「照明設計の保守率と保守計画 第3版」 
JIEG-001（2005）より抜粋

表

　このうち、光源の光束維持率Maおよび光源の残存
率Mfは、光源自身の特性により決まるものであるから、
これらを一つにまとめて「光源の設計光束維持率Ml」
光源および照明器具の汚れによる部分保守率を「照
明器具の設計光束維持率Md」とすると前述の保守率
Mは下記のような2つの成分から求めることができます。

　従来光源の設計光束維持率は点灯時間の経過とと
もに不点となる光源が増加しますが、光源の残存率な
どを考慮し設定しています。図3に、代表的な従来光源
の設計光束維持率曲線を示します。
　LED光源の設計光束維持率は、LED光源の寿命と
して定義される初期光束の70％を光束維持率としま
す。ただし、LED光源の寿命が従来光源に比べ寿命が
長く、照明器具が寿命になってもLED光源の寿命まで
低下しないものもあるため、その場合は照明器具寿命
時のLED光源の光束維持率とします。
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出典：照明学会技術指針「照明設計の保守率と保守計画 第3版」 
JIEG-001（2005）より抜粋
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（2） 照明器具の設計光束維持率
照明器具の設計光束維持率Mdは、表３に示す周囲環
境の分類と、照明器具の構造（密閉性）によって求める
ことができます。

　表４に、従来光源とLED光源の、清掃間隔を１年と
定めたときの照明器具の設計光束維持率を示します。

LED照明器具の大別について
LED照明器具は、以下の２つに大別することができます。
● LED光源が照明器具から着脱でき、容易に交換することができる分離形LED照明器具
　 白熱電球や蛍光ランプなど従来光源の照明器具とほぼ同じ構造とみなすことが

できるため、従来の照明学会・技術指針JIEG-001（2005）で定義された照明器
具の種類を適用しています。

●LED光源が照明器具に固定され、交換することができない一体形LED照明器具
　 今回、露出形、下面開放形、簡易密閉形、完全密閉形の４つの区分はそのまま

に、一体形LED照明器具の構造により分類しています。

出典：  照明学会技術指針「照明設計の保守率と保守計画 第3版」 JIEG-001
（2005）より抜粋

  照明学会技術指針「照明設計の保守率と保守計画 第3版 －LED対応増
補版－」 JIEG-001（2013）より抜粋

表4　清掃間隔1年とした場合の照明器具の設計光束維持率

〈屋内〉
照明器具の種類 周囲環境 良い 普通 悪い

Ⅰ1 露出形

（HID）（白熱電球系）
（電球形蛍光ランプ） 0.98 0.95 0.90

（蛍光ランプ） 0.90 0.85 0.75

Ⅰ2
下面開放形

（下面粗いルーバ） 0.90 0.85 0.75

Ⅰ3
簡易密閉形

（下面カバー付） 0.85 0.80 0.75

Ⅰ4
完全密閉形

（パッキン付） 0.95 0.90 0.85

〈屋外〉
照明器具の種類 周囲環境 良い 普通 悪い

O1 露出形 0.98 0.95 0.90

O2 下面開放形 0.90 0.85 0.75

O3

簡易
密閉形

（ 下面
カバー付）

（HID） 0.90 0.85 0.80

（白熱電球系）
（蛍光ランプ） 0.85 0.80 0.75

O4
完全密閉形

（パッキン付） 0.95 0.90 0.85

（注）トンネルなど著しい汚れが予想される施設では 0.75 ～ 0.6（H）となる。

〈屋内〉
照明器具の種類 周囲環境 良い 普通 悪い

露出形

（電球形 LED ランプ）

0.98 0.95 0.90

（直管形 LED ランプ）

下面開放形
（下面粗いルーバ） 0.95 0.90 0.80

簡易密閉形
（下面カバー付） 0.90 0.85 0.80

完全密閉形
（パッキン付） 0.98 0.95 0.90

〈屋外〉
照明器具の種類 周囲環境 良い 普通 悪い

露出形 0.98 0.95 0.90

下面開放形 0.95 0.90 0.80

簡易
密閉形

（ 下面
カバー付）

（電球形 LED ランプ）

0.90 0.85 0.80

（直管形 LED ランプ）

完全密閉形
（パッキン付） 0.98 0.95 0.90

〈屋内・屋外〉
照明器具の種類 周囲環境 良い 普通 悪い

露出形 0.98 0.95 0.90

下面開放形
（下面粗いルーバ） 0.95 0.90 0.80

簡易密閉形
（下面カバー付） 0.90 0.85 0.80

完全密閉形
（パッキン付） 0.98 0.95 0.90

表4-1　従来照明器具の設計光束維持率Md
（清掃間隔を1年とした場合）

表4-2　分離形LED照明器具の設計光束維持率Md
（清掃間隔を1年とした場合）

表4-3　一体形LED照明器具の設計光束維持率Md
（清掃間隔を1年とした場合）



高圧ナトリウムランプ（NH）
蛍光水銀ランプ（HF）
メタルハライドランプ（ML）
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コンパクト蛍光ランプ
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〈参考〉
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（4）従来光源の標準的保守率
昭和55年に保守率標準化委員会において保守率の定義を明確にしてまとめたものが、「照明設計の保守率と保
守計画」第1版として発行され、その後、ランプの定格寿命の延伸や新しいランプの開発に伴い、JIEG-001(1987）
として同名の第３版が発行され、従来光源の“標準的保守率”として照明設計において活用されています。

表５　従来光源の標準的保守率

（3） LED照明器具の保守率　保守率Mは、下式により求めます。
M = Ml × Md
Ml：光源の設計光束維持率（器具寿命時の光束維持率）　
Md：照明器具の設計光束維持率



高圧ナトリウムランプ（NH）
蛍光水銀ランプ（HF）
メタルハライドランプ（ML）
メタルハライドランプ（M）

コンパクト蛍光ランプ
蛍光ランプ（FLR） 
蛍光ランプ（FHF） 

ミニクリプトン電球
ハロゲン電球（JD）
白熱電球（LW） 

〈参考〉

1

2

3

4

1

2

3

4

露 出 

ミニクリプ

注）

露 出 

蛍光ランプ（FLR） 蛍光水銀ランプ（HF） メタルハライドランプ（ML） メタルハライドランプ（M）高圧ナトリウムランプ・L

〈参考〉

O1

O2

O3

O4

露 出 

HID

HID

ミニクリプ

注）

O1

O2

O3

O4

露 出 

蛍光ランプ（FLR） 蛍光水銀ランプ（HF） メタルハライドランプ（ML） メタルハライドランプ（M）高圧ナトリウムランプ・L

-47-

4

④光源の高さ Ｈ

固有照明率 U

⑦保守率 M

⑧器具台数 Nの計算
照明器具の器具光束 Fは6,600lm。
作業面の面積 A＝216㎡より、所有器具台数 Nは

 12m×18mの一般事務室、天井の高さは床から3m。
6mおきに柱があり、高さ30cmの梁により2×3個の
小間に分かれている。中間色系の色彩調節が施されて
いる。天井の反射率は70％、壁は50％、床は10％とする。

（一社）照明学会の学会基準である照明基準総則 
JIS Z 9110（2010）よりE=750 lxとする。

天井が低く、ランプによるまぶしさということから埋込
形とする。6,900lmタイプ 下面開放W150を使う。

≒

図4　東芝照明器具配光データシート
0.92（図4参照） 6,900lmタイプ 下面開放W150

32.94
6,600 0.92 0.81

したがって毎小間6台として、全体で36台取付けるもの
とする。（図5参照）

⑨

6,600×0.92×36×0.81 図5　照明設計をする部屋（天井伏図）天井高：3m
819 lx

 E0＝E'÷M＝819÷0.81＝1,011 lx

が得られる。

S0（A-A） S（A-A） S0（A-A）

S0（B-B）

S（B-B）

6,900lmタイプ
下面開放W150S（B-B）

S0（B-B）

図6　照明器具配置図

この数値を
参考に

-48-




